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j経l
馬奥
4云
え

る，

死
ん
だ
赤
ち
ゃ
ん
を
取
り
上

げ
て
ば
か
り
で
本
当
に
つ
ら

か
っ
た
。

　
ス
ー
ダ
ン
に
も
行
き
ま
し

た
。
紛
争
地
帯
の
た
め
、
傭

ル
ら
か
ら
性
的
被
害
に
遭
う

女
性
が
多
か
っ
た
。
ま
き
拾

い
や
水
く
み
に
来
た
女
性
が

無
差
別
に
狙
わ
れ
、
中
に
は

５
歳
の
女
の
子
も
被
害
に
漕

い
、
そ
の
よ
う
な
女
性
に
エ

イ
ズ
の
予
防
接
種
や
精
神
的

ケ
ア
を
し
ま
し
た
。
紛
争
で

犠
牲
に
な
る
の
は
、
女
性
や

子
供
た
ち
が
多
い
の
で
す
。

　
海
外
で
の
支
援
活
動
を
通

じ
て
感
じ
た
の
は
、
日
本
に

い
る
私
た
ち
の
生
活
が
紛
争

に
関
係
し
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
す
。
な
ぜ
な
ら
、
生
活

に
欠
か
せ
な
い
石
油
や
、
携

帯
電
話
の
部
品
と
な
る
鉱
物

な
ど
の
獲
得
を
巡
り
、
・
遠
い

ア
フ
リ
カ
の
国
家
間
で
対
立

が
起
こ
り
、
紛
争
が
起
き
て

い
る
の
で
す
。

　
１
年
前
、
ス
ー
ダ
ン
で
一

緒
に
働
い
た
ケ
ニ
ア
人
医
師

が
銃
撃
戦
に
巻
き
込
ま
れ
て

亡
く
な
り
ま
し
た
。
献
身
的

に
働
い
て
い
た
ス
タ
ッ
フ

も
、
帰
宅
の
途
中
、
流
れ
弾

の
犠
牲
に
な
り
ま
し
た
。
そ

れ
で
も
、
ま
た
艮
師
団
に
参

加
し
た
い
。
彼
ら
の
死
や
自

分
が
経
験
し
た
こ
と
を
、
若

い
世
代
や
後
輩
の
看
護
学
生

に
伝
え
て
い
く
こ
と
が
私
の

使
命
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
【
坂
根
真
理
一

生
ま
れ
た
ば
か
り
の
赤
ち
ゃ
ん
を
抱
く
松
川
さ
ん

　
　
　
　
　
　
Ｈ
目
ス
ー
ダ
ン
の
ダ
ル
フ
ー
ル
で
（
松
田
さ
ん
提
供
）

　
和
気
町
出
身
。
「
国
境
な

き
医
師
団
」
で
４
年
間
の
活

動
後
、
現
在
徳
島
県
内
で
助

産
師
・
看
護
師
と
し
て
勤
務

す
る
。
関
西
地
区
の
中
高
生
、

看
護
学
校
生
に
「
紛
争
地
帯

で
の
母
子
保
健
活
動
］
を
テ

ー
マ
に
講
演
も
。
座
右
の
銘

は
「
Ｓ
ｍ
ａ
ｌ
Ｌ
Ｓ
ｔ
ｅ

ｐ
ｓ
　
ｍ
ａ
ｋ
ｅ
　
ｄ
ｉ
ｆ

ｆ
ｅ
ｒ
ｅ
ｎ
ｃ
ｅ
（
小
さ
な

こ
と
が
大
き
な
Ｉ
’
歩
に
）

１‐
‐
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